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水田用雑草抑制材 (活性炭溶液)に よる雑草防除法
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1  は  し め  に

水稲の有機栽培を行ううえで雑草防除が大きな課題となっ

ている。有機資材である水田用雑草抑制材 (活性炭溶液)

を使って雑草防除を試みたところ,抑草効果がみられたの

で報告する。

2試 験 方 法

試験は1997年と1998年に山形県ヤ諄業試験場置賜分場水

口圃場で実施した。水稲の栽培管理は無農薬無化学肥料栽

培とし,品種は1997年が「はえぬき」.1998年 が「どまん

なかJを用い,有機物として牛きゅう肥を a当たり200kg,
基肥及び追肥として窒素成分でそれぞれ06～ 0 5kg/a,

0 2kg/a相当を発酵鶏糞で施用した。また,病害虫防除
は4『わなかった。

供試した水回用雑草抑制材 (活性炭溶液,商品名 :液体
マルチ1000プ ラック,D社製)は ,活性炭 (オ ガ粉やヤン
ガラなどの天然原料を焼いて作った粉末状の炭)と分散材
(でんぶんの加工品)と水からできた黒い液体で,固形分
が10%と なっている。

試験区は,1997年は, lm四方の木枠内において水深を
8～ 10mに保ち,活性炭溶液の原液を水で約100倍 に薄め

て所定の濃度となるようにじょうろで散布した。

1998年は,1区60 nf,水深 8～ 10cloに保ち,所定量を水
で3倍に薄めて畦畔から散布した。処理区の構成は,表 1,

表 1 区の構成 (1997年)        (ppm)
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2の とおりである。

調査方法として,濁度調査は,用水を採取 して携帯用
2100型濁度計及び透視度計で行い,雑草調査は1997年が移
植後42日後,1998年が50日後に行った。また生育及び収量

調査は慣行法で行った。

表2 区の構成 (1998年 )
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注 ①区の面積 :1区60ぽ
②処 理 法 :湛水状態で畦畔から全面散布
③除  草 :除草機 1回押し

3 試験結果及び考察

図 1に活性炭溶液の処理量と雑草発生程度について示し

た。 1回処理では,濃度が40ppm,60ppmと 高 くなるほ
ど雑草抑制効果が高くなっており,無処理区の約24%の 発
生量に抑えた。また 1回処理より2回 ,3回処理の方が雑
草の発生を抑え,40pplTの 3回処理では無処理区のわず
か04%の発生にとどまっている。 これらは,黒い濁りの
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注 ①区の面積 :1■四方の木枠内 1♂
②処 理 量 10～ 60ppm相当

水深10mで20pprnは約20cc/ず
③処理方法 :約 100倍に希釈してじょうろで散布 し

た。
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図 1 雑草発生程度 (1997年置賜分場)
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継続程度によって雑草の発生量が決まってくると思われる。     。。。
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図 3 濁度の推移 (1998年置賜分場)

濁らすことによって遮光し,雑草種子の発芽や生育を抑え

ることにある。したがつて,黒色の濁りがとれた場合は効

果が低下する。観察では,雑草が完全に枯死することはな

く,後発の雑草もみられた。また降雨があると濁りが早め

に薄まり,田面水が泥水状態の場合も早めに沈降する傾向

がみられた。
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図2 雑草発生程度 (1998年置賜分場)
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に)活性炭溶液によつて水田雑草を抑制することは可能で

図 3には,活性炭溶液を処理した後の濁りの程度 (黒色  あった。
の程度)を濁度計で測定した結果を示した。 1′ 処理では   12処理量としては10a当たり20′以上で安定した効果が

処理後4日 目,2′ 処理では処理後 5日 目までは濁りが残  期待できると思われた。
るが,以降は無処理と変わらないくらいまで澄んできた。   13拠理時期は,移植後なるべく早い時期 (5日以内,雑
活性炭粒子が沈降し,土壌表面に吸着してしまうようであ  草発生前)に 1回目を行い,その後 5～ 7日 間隔で 2回か

る。したがつて黒い濁りを継続的に発生させるには5～ 7  ら3回程度処理する必要があった。
日間隔で 2′ 量を処理する必要があると思われた。      に)除草機押しと組み合わせることで効果を高めることが

活性炭溶液による雑草を抑制する原理は,田面水を黒く  できた。
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